
 ◆夢を育み 明日が待たれる 魅力ある学校づくり◆   

 
 

 

 

 

 

学校管理訪問にて、６月 30 日現在で県北管内の 37 校を訪問してまいりまし 

た。訪問からは、ICT を活用した授業改善の加速、いじめや不登校等の未然防 

止や丁寧な関わり等、先生方一人一人が「すべては児童生徒のために」という

意識で、真剣に児童生徒と向き合い、よりよい学校づくりのために、惜しみな

い「努力」をされていると感じました。その熱意が、必ず児童生徒、そして保

護者、地域の方々の「信頼」へと結びついていくと確信しております。先生方

の「熱意」と「努力」に対し改めて感謝申し上げます。 

しかしながら、学校現場においては依然として教職員の服務規律違反が発生している状況であ

り、ひとたび不祥事が発生しますと、児童生徒や保護者・地域からの信頼を失い、先生方がこれま

でに積み上げてきた信頼が一瞬にして無になってしまいます。 

そこで、夏季休業前にあたり再度「信頼される学校であるために」及び「One IBARAKI」等を活

用して、全ての教職員が「自分事として考える」とともに、「コンプライアンス事故ゼロ」に万全

を期していただくようお願いいたします。 

また、全ての教職員が閲覧できるよう「One IBARAKI」を教育情報ネットワークにより、一斉送

信しております。確実に閲覧し、コンプライアンス意識をより一層向上させるためにご活用くださ

い。 
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不祥事根絶に向けた取組の徹底 

１ 飲酒運転をしない・させない取組の徹底 

 〇 教職員一人一人が「自分事」として改めて認識し、「飲酒運転は絶対にしない、させな

い」という意識の徹底を！ 

 〇 「飲酒の場には自車では行かない・行かせない」こと及び飲酒した翌朝のアルコールチ

ェックの徹底を！ 

 

２ 個人情報漏洩等をしない・させない取組の徹底 

 〇 所属内での紛失・誤廃棄 

  →保存すべき書類が区別できるよう、日頃から室内を整理し、 

保管場所を定めておくこと 

 〇 所属外への持ち出しによる紛失（紙媒体、USB メモリ等） 

  →個人情報を含む・含まないに関わらず、情報資産は職場外へ持ち出さないこと 

 〇 システムの設定誤り、文書・電子メールの誤送信 

  →担当者とは別の教職員（管理職・上司等）が必ず確認すること（ダブルチェックの徹底） 

 

３ その他の不祥事事案への未然防止 

   「わいせつ行為」、「体罰」、「公金横領」、「ハラスメント行為」等の不祥事事案も懸念さ 

れているところです。児童生徒が安心して学べる学校とするために、今一度、気を引き締 

め、信頼を失墜する不祥事事案の根絶に向けた取組の徹底をお願いいたします。 

 なお、今年度の懲戒処分事案につきましては、令和６年６月 24 日付け 教総第 520 号 

  「不祥事根絶に向けた取組みの徹底について（通知）」でご確認ください。 

 

                   



 

 

 

 
   
 

  

 

 

子供たちのつまずきを生かした
授業づくり【算数・数学】 

[R６全国学力・学習状況調査「知識・技能」の問題の子供のつまずきからの授業改善 

知識・技能の定着 記述力の向上 

R６全国学力・学習状況調査「思考・判断・表現」の問題の子供のつまずきからの授業改善 

小学校算数４（４） 中学校数学２ 

家から図書館までの自転車の速さは、 
分速何ｍですか。 

等式 ６x＋２y＝１を、 
y について解きなさい。 
 
 

小学校算数 5（３）事実の説明 

 

箱ひげ図の
箱に着目し
て考察する
よう指導す
ることが大
切！ 

〈問い方を工夫する〉選択肢・条件過多・条件不足等 
例）子供のつまずきを含んだ選択肢を与え、根拠 
を明確にしながら、それが正しいわけや間違え 
ているわけを説明する活動を仕組む 

 

〈つまずきを修正する活動を取り入れる〉 
例）間違いや不十分な解答を意図的に取り上げ、子供たち自らその間違い等に気付き、どうす
れば正答になるのかを考え修正する活動を仕組む（協働的な学び、試行錯誤） 

ちがいが最も大きい年代と、その年代につ
いて、３月の回数と４月の回数が何回ちがう
かを､言葉と数を使って書きましょう. 

半数近い
子供がつ
まずいて
いる！ 

「速さが段階１から段階５ま
で、だんだん速くなるにつれ
て、10 ㎝の位置から進んだ距
離が長くなる傾向にある」と
主張することができます。そ
のように主張できる理由を、
５つの箱ひげ図を比較して説
明します。下の説明を完成さ
せなさい. 

中学校数学７（２）理由の説明 


